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1.は じ め に
1-1.研 究 対 象
 中 国 語 の[V-得]文 に は 、[V-得]と そ の補 語(こ こ で の 「補 語 」 は[V一 得]の 右 側 の
成 分 を 指 す)と の統 語 的 、意 味 的 な 組 み 合 わ せ に よ っ て 、 い ろ い ろ の パ タ ー ンが あ
る(注1)が 、(1)の よ うに 、[V一 得]文 を大 き く2つ に 分 類 す る こ とが で き る 。
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(1)a.張 三 鉋 得 很 累 。/張 三 は走 っ て 、 と ても 疲 れ て い る 。
 b。張 三 胞 得 很 快 。/張 三 は走 る の が速 い。
 (1a)で は 、補 語 で あ る 「很 累(と て も疲 れ る)」 が 「胞(走 る)」 の 結 果 を表 す の で 、
そ れ を結 果 補 語 と呼 ぶ 。(1b)で は 、補 語 で あ る 「很 快(と て も 速 い)」 が 「胞 」 の様
態 を表 す の で 、 そ れ を様 態 補 語 と呼 ぶ 。(1a)と(1b)は 、 統 語 的 に 二 つ の点 で 異 な っ
て い る 。1つ は 、(1')に 示 す よ う に、(1a)の 補 語 は節 に拡 大 す る こ とが で き るが 、
(1b)の 補 語 は 節 に拡 大 す る こ とが で きな い とい う こ とで あ る(王1946を 参 照)。
(1')a.張 三 胞 得 自 己很 累 。 /張 三 は 自分 が疲 れ る ほ ど 走 った 。
  b。*張 三 胞 得 自 己很 快 。 /張 三 は 自分 が速 い ほ ど走 っ た 。
も う1つ は 、(1")に 示 す よ う に 、(1a)の 補 語 は2語 以 上 か らな る 単 位 でな け れ ば な
らな い が 、(1b)の 補 語 は そ の よ うな 制 限 が な い と い う こ とで あ る(呂1963、 王 ・施
1990を 参 照)。
(1")a。*張 三 胞 得 累 。 /張 三 は走 っ て、 疲 れ て い る 。
  b。 張 三 飽 得 快 。 /張 三 は走 る のが 速 い。
(1a)と(1b)の 分 類 の 基 準 に つ い て は 、 更 に 、 王(1946)、 Cha◎(1968)、 Hashimoto
(1971)、 呂(1963)、Li aad Thompson(1981)、 田 口(1989)を 参 照 さ れ た い 。
 以 上 の よ う に 、(1a)と(1b)と は異 な るの で 、今 回 は(1a)の よ う な 結 果 補 語 を取 る
[V一得]構 文 につ い て 考 察 す る 。
1-2.問 題 提 起
 結 果 補 語 を取 る[V一 得]構 文 に は、(2)の よ うな 例 が あ る。
(2)a。 小 明 哭 得 張 三 很 煩 。  /小 明は張 三 が い や に な る ほ ど泣 い た 。
b.小 明 唱得 張三 睡不着。 /小 明は張三 が眠れ な いほ ど歌 った。
c.遠 道菜 吃得 張 三 很美 。 /こ の料理 は張三 を満足 させた 。
 (2)の3文 は、 どれ も"NPV― 得NPVP"と いう形 式 を持 っ て い る 。 しか し、 そ れ
ぞ れ の[V一 得]のV(以 下 、[V― 得]のVを 、単 にVと 呼 ぶ)の 性 質 が 異 な っ て い る 。(2a)
の 「哭(泣 く)」 は1項 動 詞 で あ る の に対 して、 (2b)の 「唱(歌 う)」 と(2c)の 「吃
(食 べ る)」 は そ れ ぞれ2項 動 詞 で あ る 。 また、(2c)の 主 語 が 「吃 」 のpatientで あ
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る の に 対 して 、(2a)と(2b)の 主 語 は 、 どち ら も 「哭 」 と 「唱 』 のagentで あ る。
 (2)の よ うな[V一 得]構 文 につ いて 、 従来 、(3)の よ う に分 析 され て い る。
(3)[V一 得]構 文 に お い て は 、Vが 述 語 動 詞 で あ り 、 「―得 」 が 補 語 を 導 入 す る マ ー カ
  ー で あ る 。
 従 来 、[V一 得]構 文 で は 、 補 語 が 句 な の か 節 な の か 、 或 い は 、 「一得 」 が 接 辞 な の
か 助 詞 な の か に つ い て 論 争 が あ る が 、 [V一得]のVが 述 語 動 詞 で あ る こ と に は 異 論 が
な い 。 詳 し く は 、 王(1946)、 朱 ・呂(1951)、Chao(1968)、 Hashimoto(1971)、 呂
(1979)、 朱(1982)、Huang(1982、1988)、施(1985)、 呉(1987)な ど を 参 照 さ れ た い 。
以 下 、 従 来 の(3)の 分 析 をV述 語 説 と 呼 ぶ 。
 しか し、V述 語 説 で(2)の3文 を分 析 した 場 合 、 少 な く とも 、2つ の 疑 問 点 が 出 て
く る。 1っ は 、(2b)の 「唱 」 は2項 動 詞 で 、 普 通 、 文 脈 が な け れ ば 、(4b)の よ う
にpatientの 項 の 脱 落 が 許 され な い が 、 な ぜ 、 「唱 」 に[-得]が 後 続 す る 場 合 に は 、
(2b)の よ う に 、 そ のpatientが な くて も よ い の か と い う こ と で あ る 。
(4)a. 小 明 唱 一 支 歌 。
 b.??小 明 唱 。
/小 明が歌 を歌 う。
/小 明が歌 う。
 も う1つ の 問 題 は 、(2c)の 「吃 」 は2項 動 詞 で 、 且 つ[―得]が そ れ に後 続 す る 場
合 、1つ の項 の 脱 落 が 許 さ れ る とい う こと は 「唱 」 と 同 じで あ る が 、 な ぜ 、 「吃 」
は 「agent吃patient」 の ような 普 通 の項 体 系 が あ る に も か か わ らず 、 [一得]が 後
続 す る と、 (2c)の よ うに 、 そ のpatientが 主 語 の 位 置 に来 る こ と が 可 能 で あ る の か
と い う こ と で あ る 。 こ の2つ の疑 問 点 を ま とめ る と、(5)に な る 。
(5)a.な ぜ 、(2b)と(2c)の よ うに2項 動 詞 で あ る 「唱 」 と 「吃 」 は 、[一得]が それ に
  後 続 す る と、1項 動 詞 の よ う な振 舞 い を す る の か 。
b.な ぜ 、(2c)の 「吃 」 は 、 固 有 の 項 体 系 と 違 っ て 、 patientを 主 語 と し て 取 り う
 る の か 。
 V述 語 説 で(2)の3文 を統 一 的 に説 明 す る に は 、(5)の 問 題 を 避 け て通 る こ とが で
き な い と思 わ れ る 。
1―3.本 論 文 の提 案
 [V一得]文 の 諸 特 徴 を捉 え るた め に 、本論 文 で は 、(6)を 提 案 した い。
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(6)[V一 得]は2つ の動 詞Vと 一得 が 複合 した も の で あ る 。 こ れ は全 体 で2項 動 詞 で あ
 る。[V一 得]構 文 に お い て 、主 語 はcauser、 補 語 はresultを 表 す 。
 (6)の 提 案 とV述 語 説 と の 最 大 の 相違 は 、[V一得]構 文 で は 、Vが 述 語 動 詞 か 、 そ れ
とも 、[V一 得]が 述 語 動 詞 か と い う こ と であ る。V述 語 説 で は 、 Vの み が 述 語 動 詞 で あ
る の に対 し て 、 (6)の 提 案 で は、[V一 得]全 体 が(複 合 動 詞 で あ る)述 語 動 詞 で あ る 。
以 下 、 本 論 文 の(6)の 提 案 を 、[V一 得]述 語 説 と呼 ぶ 。 (5)の 問 題 提 起 は 、Vの 項 体 系
が[V― 得]に な っ て も 変 わ らな い と い う こ と を前提 と して い る が 、(6)の よ う に 、Vと
[V一得]で は 、 項 体 系 が ま っ た く異 な るも の と考 え る と 、(5)の 問 題 は 、(6)の 観 点 か
ら見 れ ば 、 問 題 とは な らな い(注2)。
 本論 文 で は、(6)の[V一 得 〕述 語 説 が 、幅 広 い現 象 を 説 明 す る の に 、V述 語 説 よ り有
効 で あ る こ と を主 張 す る 。 第2章 で は 、 い くつ か の現 象 を観 察 し、 どの 現 象 もVと
[V一得 コが 別 の動 詞 で あ り、 [V一得]構 文 の述 語 動 詞 はVで は 癒 く、[V― 得]で あ る こ と
を 支持 す る も の で あ る こ とを 見 る。 第3章 で は、 [V一得]文 に お け る 脚P1(VP1)
[V一得](HP2)VP2』 と い う形 式 の 瀞1とVP1、 鞭2とVP2の 問 の 関 係 を観 察 す る 。 こ の
章 で と りあ げ る現 象 は 、醗1とVP1、 冩P2とVP2が 節 で あ る こ と を示 し、[V一 得]が2つ
の項 を取 る と い う[V一得]述 語 説 を支 持 す る 。第4章 で は 、[い 得]述 語 説 に基 い て 、
新 しい[V― 得]文 の構 造 を提 案 す る。 そ の新 し い講 造 が 、 従 来 の構 造 よ り簡 潔 で 説 明
力 を 持 っ こ と を述 べ る 。
2。 「KP1(VP1)[V一 得]αP2)VP2』構 文 の 述 語 動 詞 に つ い て
 この 章 で は 、3つ の 現 象 、 す な わ ち[V一 得]とVの 項 体 系 の不 一 致 、Vと[V一 得]に お
け る 副詞 との 共 起 、形 式 動 詞 に よ る[V一得]な どを観 察 し、 どの 現 象 も 、[V一 得]述 語
説 で は説 明 され うる が 、V述 語 説 で は説 明 され え な い こ と を主 張 す る 。最 後 に 、 匸V一
得]述 語 説 を 支 持 す る よ う な ほ か の根 拠 も提 出す る 。
2-1.[V-得]とVに お け る 項 体 系 の 不 一 致
 Vも[V一 得]も それ ぞ れ 各 自の 項体 系 を持 つ。Vは1項 動 詞 、2項 動 詞 、3項 動 詞 な
どい ろ いろ の場 合 が あ る の に対 して 、[V-得]は つ ね にcauser、 resultと い う2つ の
項 を持 つ2項 動 詞 で あ る 。 この節 で は 、agent、 patientと い う2つ の 項 を持 つVを
例 と して 考 察 しよ う。Vの 項 体 系 と[V―得]の 項 体 系 が(7)に 示 さ れ て い る。
(7)a。 agent   V    patlent
 b.causer V一得 result
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 こ の 節 で は 、(7a)のVが(7b)の[V一得]と し て 用 い ら れ る と 、causerとresultとい
う2つ の 項 を 取 る と 主 張 す る 。 こ の 問 題 に つ い て 、 以 下2つ の 点 か ら観 察 し た い 。
 まず 、[V― 得]構 文 で は、Vの 項 は現 れ な くて も よ いが 、[V一 得]の 項 は 必 ず 現 れ る
と い う現 象 が あ る 。 例 え ば 、 「写(書 く)」 の項 体 系 が(8)、 「灌(酔 わ せ る)」 の 項
体 系 が(9)に 示 され る 。
(8)a. agent 写 patient
 b.小 明 写 槍 文
(9)aδ agent 灌 patient
 b.某 人 灌 張 三
/小 明が論 文 を書 く。
/誰 かが張 三 を酔 わせ る。
しか し、 「写 」 と 「灌 」 が 「写 得 」 と 「灌 得 」 に して 用 い られ る と、(7a)の 項 体 系
が 崩 れ て し ま い 、(7b)の[V― 得]の 項 体 系 に変 わ つ て く る 。
(10)a.causer 写 得 result
  b。小 明 写 得 很 累 。
(11)a。causer 灌 得
  b.逮 瓶 酒 灌 得
/小 明 が何 か を書 い て 、 とて も疲 れ て い る。
result
張 三 蛄 不 起 来 。
/こ の酒 が 酔 わ せ て 、 張 三 を立 た せ な く した 。
 (8b)の 「写 」 が 取 っ て い るpatient(槍 文)が(10b)に は 現 わ れ て いな い 。 そ して 、
(9b)の 「灌 」 が 取 っ て い るagent(某 人)とpatient(張 三)が 両 方 と も(11b)に は 現 わ
れ て い な い。 (11b)で は 、 「返 瓶酒(こ の 酒)』 は 「灌 」 の項 で は な い。 そ して 、
「張 三 」 も 「灌 」 の 項 で は な く、 「站 不 起 来(立 て な い)」 の主 語 で あ る(こ れ に っ
い て は 、3-2節 で 詳 し く述 べ る)。 とにか く、(10b)(11b)が 文 法 的 で あ る の は 、(7b)
の項 体 系 を 満 た して い るか らで あ る。 も し、[V一 得]が(7b)の 項 体 系 を満 た して いな
けれ ば 、(12)の よ う に 、 そ の 文 が非 文 法 的 であ る。
(12)a.*小 明 写 得 冷 文 很 累 。/小 明が論 文 を書 い て 、 とて も 疲 れ て いる 。
  b.*逮 瓶 酒 灌 得 張 三 。  /こ の酒 が 張 三 を酔 わ せ た 。
 (10b)(11b)と(12)と の文 法 上 の相 違 は 、 Vが[V-得]文 の述 語 動 詞 で あ る と い うV述
語 説 で説 明 す れ ば 、 な ぜ 、Vの 項 が現 れ な くて も よ い の に対 して 、[V一 得]の 項 が 必
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ず 現 れ るの か と い う 問 題 が あ る 。 しか し、[V一 得]が[V― 得 〕構 文 の 述 語 動 詞 で あ る と
い う[V―得]述 語 説 で 説 明 す れ ば 、(10b)(11b)が 文 法 的 で あ る の は 、[V― 得]の2つ の
項causerとresultが 満 た され て い るか ら であ り、(12)が 非 文 法 的 で あ る の は 、[V一
得]の2つ の 項causerとresultが 満 た され て い な い か ら で あ る 。
 も う1つ の 点 は 、[V― 得]構 文 で は、Vのpatientが 主 語 の位 置 に来 る こ と が で き る
点 で 普 通 の 語 順 と異 な る が 、[V-得]のresultが 主 語 の位 置 に 来 る こ とが で き な い 点
で 普 通 の 語 順 と同 様 で あ る とい う こ と で あ る。 中 国 語 の普 通 の 語 順 は(13)で あ り、
(14)で は な い。
(13)a。  agent  v
b。 張 三 吃
c。 張 三 喝
patient
逮 頓 坂 。
逮 杯 凉 茶 。
/張 三 が こ の料 理 を 食 べ る 。
/張 三 が こ の冷 め た お 茶 を飲 む 。
(14)a。*patient  V  agent
b.*逮 頓 恢 吃 張 三 。
c.*逮 杯 凉 茶 喝 張 三 。
/こ の料 理 が 張 三 を食 べ る 。
/こ の冷 めた お茶 が 張 三 を 飲 む 。
と こ1う が 、 「吃 」 「喝 」 を 「吃 得 』
う 。(15)(16)を 見 て み よ う 。
「喝 得 」 にす る と、(13)の 項 体 系 が崩 れ て し ま
(15)a。 遠 頓 恢 吃 得[張 三 很 美]。  /こ の 料理 は 張 三 を満 足 させ た 。
  b.遠 杯 凉 基 喝 得[張 三 肚 子疼]。/こ の 冷 め た お茶 が張 三 の 腹 を痛 く さ せ た 。
(16)a。*[張 三很 美] 吃得 遠頓恢。
             /張 三が満足 したのは この料理 を食べ た。
b.*[張 三肚子疼] 喝得 逮杯凉茶。
           /張 三の腹 が痛 いのは、 この冷 めた お茶 を飲ん だ。
 (15a)の 「吃 」 と(15b)の 「喝 」 のpatient「 返 頓 恢 」 と 「逮杯 涼 茶 」 が 主 語 の 位
置 に来 て い る こ と は 、普 通 の 語 順(13)と 異 な っ て い る。 一 方 、(16)で は 、[V― 得]の
補 話 が 主 語 の位 置 に来 る こ とが で きな い こ とは 、 普 通 の語 順(13)と 同 じで あ る 。 こ
の 現 象 はV述 語 説 で は 説 明 で き な い と思 われ る。 しか し、[V一 得]述 語 説 で は次 の よ
う に説 明 す る こ とが で き る。 中国 語 の 基 本語 順 に は(13)と 平 行 し て 、(17)の よ う な
語 順 が あ る。
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(17)a. causer  V  result
  b.下 雪 引起 了 交 通 混乱 。/降 雪 が交 通 の 混 乱 を 引 き 起 こ した 。
(18)a.*result  V  causer
  b.*交 通 混 乱 引 起 了 下 雪 。/交 通 の 混 乱 が 降 雪 を 引 き 起 こ した 。
 (18)か らわ か る よ う に、(17a)に 違 反 す る文 は 非 文 法 的 で あ る 。[V-得]は(17)の
語 順 を 持 っ て い る 。 (15)が 文法 的 で あ る の は、(17a)の 語 順 に従 って い るか ら で あ
り、(16)が 非 文 法 的 で あ る の は 、(17a)に 従 って い な いか ら で あ る 。
 以 上 、Vと[V― 得]の そ れ ぞ れ の 項 体 系 が 一 致 しな い こ と を見 て き た 。 も し、Vが 述
語 動 詞 で あ る と い うV述 語 説 で説 明 す るな らば 、 な ぜVの 項 が[V一 得]で は 欠 如 した り、
語 順 が 変 わ っ た りす る の か とい う 問題 が あ る。 つ ま り、V述 語 説 で は 、 Vの 項 体 系 が
[V一得]構 文 で も 引 き 継 が れ る はず とい う予想 が 当 然 な りた つ が 、 そ うは な らな い。
つ ま り、Vの 語 彙 的 特 性 と し ての 項 体 系 が 「―得 」 が 付 く こ とで 崩 れ て し ま う と い う
こ と で あ る 。 も し、[V― 得]が 述 語 動 詞 で あ る とい う[V一 得]述 語 説 で 説 明 す るな ら ば 、
[V一得]とVは 別 の 動 詞 で あ る か ら、V述 語 説 の問 題 が 問 題 に な ら な い。 つ ま り、[V-
得]の2つ の項 さ え満 た せ ば 、Vの 項 が あ っ ても な くて も よ い し 、語 順 が 変 わ って も
変 わ らな く て も よ い と い う こ とで あ る 。
次 に 、 副 詞 の 共起 関 係 か ら、Vと[V一 得]の 相 違 を見 よ う。
2―2.[V-得]とVに お け る 副 詞 との 共 起
 この 節 で は 、[V一 得]文 の文 法 的 で あ る た め に は 、 副 詞 が[V― 得]と 共起 可 能 で あ る
こ とが 必 要 で あ る と い う事 実 を取 りあ げ た い。 まず 、Vと 共 起 可 能 な副 詞 は[V-得]
と も 共起 可 能 で あ る と は限 らな い。 例 え ば 、 「排 命(懸 命 に)」 と 「狠狠 地(ひ ど く)」
は意 志 的 な 働 き か け を表 す よ う な副 詞 で あ る。 そ の よ うな 副 詞 と共 起 可 能 な 動 詞(1
9)の 「両 」 「打 」 は 意 志 的 な動 詞 で あ る。
(19)a.張 三 排 命 両 。    /張 三 が懸 命 に 騒 い だ 。
  b.張 三 狠 狠 地 打 小 明 。/張 三 がひ ど く小 明 を殴 った 。
  一 方、その ような副詞 と共起不可能な動詞 「蘭得 」 「打得 」 は無意志 的な動詞
であ る。
(20)a.*張 三 拱命 岡得 我一夜没睡覚。
        /張 三 が懸命 に騒 いで私 を一 晩中寝 させ なか った。
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b.*張 三 狠狠 地 打得 小 明站不起来。
 /張 三 がひ どく小明を殴って、小 明が立てな くな った。
 V(両 、 打)と[V一 得](岡 得 、 打 得)の 間 に お け る副 詞 との 共 起 の可 能 性 の 不 一 致 はV
と[V-得]は 別 の 動 詞 で あ る こ と を示 して い る。 そ して 、[V一 得]講 文 が 文 法 的 で あ る
た め には 、 副 詞 が[V― 得]と 共 起 可 能 で あ る こ とが 必 要 で あ る 。 これ は 、[V一 得]構 文
で は、Vの み で は な く 、[V一 得]が 述 語動 詞 で あ る こ とを示 し て い る 。
 次 に、Vと も[V一 得]と も共 起 可能 な副 詞 が 、[V一 得]を 修 飾 す る の で あ つ て 、 Vの み
を修 飾 す る こ と はな い と い う事 実 が あ る。(21)と(22)を 見 て み よ う。
(21)a.張 三 已 軽 哭 得 我 一 夜 没 睡 覚 了 。
        /張 三 が 泣 い て 、 す で に私 を一 晩 中寝 させ な い で いた 。
b.張 三 已 姫 哭 了 。    /張 三 がす で に泣 い た 。





  /張 三 が 小 明 を殴 っ て 、小 明が 立 て な くな った こ と は な い。
没 打 小 明 。  /張 三 が 小 明 を殴 らな か っ た 。
没 站 不 起 来 。 /小 明 が 立 て な い こ とは な い。
(21a)で 「す で に 」 発 生 した 出来 事 は(21b)で は な く、(21c)で あ る。(22a)で 否 定 し
た 出 来事 は(22b)の よ う で は な く、(22c)の よ うで あ る 。(21)の 「已 経(す で に)」 が
「哭 得 」 と共 起 す る場 合 、 「哭 」 を修 飾 せ ず 、 「哭 得 」 を修 飾 す る 。 (22)の 「没
(否 定)」 が 「打 得 」 と共 起 す る 場合 、 「打 」 を修 飾 せ ず 、 「打 得 」 を修 飾 す る 。
 以 上 、Vと 共 起 可 能 な 副 詞 が[V-得]文 で[V一 得]と 共 起 可能 と は限 らな い こ と と、V
とも[V一 得]と も 共 起 可 能 な 副 詞 が[V一 得]文 で[V一 得]を 修 飾 し、 Vを 修 飾 しな い と い
う現 象 は 、Vと[V一 得]は 別 の動 詞 で あ り、 [V一得]文 で は 、[V― 得]が 述 語 動 詞 で あ る
ご とを示 唆 す る 。
2-3.形 式 動 詞 に よ る[V一 得]
 こ こで 、 具 体 的 意 昧 を 持 た な い動詞 を形 式動 詞 と呼 ぶ 。 中国 語 に は、 形 式 動 詞 と
して 「弄 」 「摘 」(す る、 や る)が あ る 。例 え ば、(23)の 「固(騒 ぐ)」 「打(殴 る)」
厂下(降 る)」 「呆(い る)」 は 具体 的 な意 味 内 容 を持 つ 動 詞 で あ る が 、 そ れ ら は 、
(24)の よ う に 、 形 式 動 詞 「弄 」 「摘 」 に 替 え る こ とが 可 能 で あ る(も ち ろ ん 、元 の
Vの 具 体 的 な 意 味 が 落 ち る)。
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 しか し、Vの み が 述 語 動 詞 であ る 構 文 で は 、
詞 に変 え る こ とが で き な い 。(25)と(26)を 見 て み よ う 。
(25)a.張 三 閘 了 。     /張 三 が騒 いだ 。
b.張 三 打 了 小 明 。  /張 三 が小 明 を殴 った 。
c.下 雨 了 。      /雨 が 降 った 。
d.我 呆 在 逮 囘 房 子 里 。/私 が この部 屋 に い る 。
(26)a.*張 三 摘 了 。
  b.*張 三 弄 了 小 明(注3)。
  c.*摘 雨 了 。
  d.*我 弄 在 返 同房 子 里 。
 以 上 の 事 実 は 、 [V一得]構 文 に お いて は 、 「―得 」 が そ の 構 文 を成 立 させ て い る こ
とを示 し て い る 。(24)の 場 合 、 「一得 」 が単 独 で生 起 す る こ とが で き な いの で 、[V-
得]と い う形 を保 つ た め に 、 具体 的 な 意 味 の な い形 式 動 詞 を用 い る と考 え られ る 。
(23)a.張 三 隅得 我 一 夜 没 睡 覚 了 。
              /張 三 が 騒 いで 、 私 を一 晩 中寝 さ せ な か っ た 。
b.張 三 打得 小明 站不起来 了。
            /張 三 が小 明を殴 って、小明 が立 て なかった。
c.逮 場 雨 下 得 我 没 法 出 冂。
            /こ の雨 のた め に 、 私 は で か け られ な い。
d.逮 向房子 呆得 我心笈窄。
            /こ の家 にいると、私 は息 ぐる しくなる。
(24)a.張 三 摘 得 我 一 夜 没 睡 覚 了。
            /張 …三が(何 か を して)私 を一 晩 中 寝 さ せ なか った 。
b.張 三 弄得 小 明站不起来 了。
          /張 三が(何 かを して)小 明を立 ち上 が らせなか った。
c.逮 場 爾 摘 得 我 没 法 出 冂。
          /こ の雨 の た め に、 私 は で か け られ な い。
d.逮 向房 子 弄得 我心愛 窄。
          /こ の家 は、私 を息 ぐる しくさせた 。
                  「嗣」 「打」 「下」 「呆」は形 式動
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 [V一得]のVを 述 語 動 詞 と考 え るV述 語 説 で以 上 の現 象 を 説 明 す れ ば 、(24)の 述 語 動
詞 と(26)の 述 語 動 詞 が 同 じ であ り、(24)が 文 法 的 で あ る か ら 、(26)が 当然 文 法 的 で
あ る はず で あ る 。 と ころ が 、(26)が 非 文 法 的 であ る の で 、 説 明不 可 能 で あ る 。
 以 上 の3つ の 現 象 は どれ も 、[V一 得]述 語 説 を支 持 す る も の と思 わ れ る 。 しか し 、
[V―得]述 語 説 で は 、[V一 得]を 複 合 動 詞 、 す な わ ち 、 「一得 」 を動 詞 と考 え て い る の
だ が 、 従 来 、 「的 」 「地 」 「得 」 の3つ は 、 発音 が 同 じで あ り、 軽 声 で あ り、 拘 束
形 式 であ る と い う共 通 点 が あ る の で 、す べ て助 詞 か接 辞 と見 ら れ て い る と い う 問題
が あ る。 次 の 節 で 、 この 問 題 につ い て考 え よ う。
2-4。 「―得 」 の 動 詞 的 性 格
 「一得 」 は形 態 的 に拘 束 形 式 で あ り、 独 立 して存 在 で き な い。 こ の た め 、 従 来 の
研 究 に お い て は 、助 詞 や 接 辞 と して扱 わ れ て きた が(注4)、 本 論 文 で は 「ー 得 」 を動
詞 と して考 え る 。 以 下 の 事 実 が こ の主 張 を支 持す る 。
 第1に 、 「地 」 「的 」 と違 っ て 、 「得 」 に は本 動 詞 葩 と して の 使 い 方 が あ る 。例
え ば 、現 代 汲 珸 洞 典(1979)に は 、(27)の よ うな意 味 が あ げ ら れ て い る 。
(27)a.何 か を 手 に入 れ る。
  b.演 算 して あ る 結 果 を得 る 。
(27')a.他 得 了 一 个 儿 子 。
  b.二 三 得 六 。
/彼 が息子 を得た(彼 に息子 が生 まれ た)。
/二 か ける三 は六。
 「得(d6)」 に は 、(27)に 示 す よ うに 、 「誰 力・(何 か)が 何 か を 得 る 」 と い う2項 動
詞 の使 い 方 が あ る 。 こ の事 実 か ら、 「得(dの 」 と対応 す る 「一得(de)」 も 「誰 か(何
か)が 何 らか の 結 果 を得 る 」 とい う意 味 を持 つ2項 動 詞 で あ る と考 え る こ とも 可 能
で あ ろ う。
 第2に 、 [V―得]の 構 造 と、V2が 結 果 を表 す[V1-V2]複 合 動 詞 の構 造 と の 間 に 平 行
性 が あ る 。 (28)の[V-得]と 、(29)の[V-傷]と い う[V1-V2]の 複 合 動 詞 を比 較 して み
よ う。
(28)a.小 明 哭 得 張 三 很 煩 。  /小 明 は 泣 い て張 三 を煩 わ した 。
b.小 明 唱得 張三 睡不着 。  /小 明が歌 って張 三が眠 れな い。
c.逮 句活 悦得 張三 很傷心 。 /こ の言葉が張三 を悲 しませた 。
(29)a.小 明 哭 傷 了 身 子 。 /小 明が体 を損 ね るほ ど泣 いた。
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b.小 明 唱 務 了 底 气 。    /小 明 が 歌 っ て腹 に 力 が 入 らな くな った 。
c.逮 句 活 悦 銜 了 張 三 的心 。 /こ の 言 葉 が 張 三 を 悲 しま せ た 。
両 構造 の 平 行 性 は 明 か で あ ろ う。(28a/29a)の 「哭 」 は1項 動 詞 で あ る の に対 して 、
(28b/29b)の 「唱 」 と(28c/29c)の 「吃 」 は ど ち らも2項 動 詞 で あ る 。 また 、(28c
/29c)の 主 語 が 「吃 」 のpatientで あ る の に対 して 、 (28a/29a)と(28b/29b)の主
語 は そ れ ぞ れ 「哭 」 と 「唱 」 のagentで あ る 。 一 方 、 「-得/一 傷 」 の性 質 が3文 と
も 不 変 で あ る 。 この 平 行 性 は.[V一 得]が 、V2が 結 果 を表 す[V1-V2]複 合 動 詞 の1例
で あ る こ とを 示 して い る。
 第3に 、2-2.節 で[V-得]が 無 意 志 的 だ と記 述 した が 、 こ の性 質 は 、 実 際 の 存 在 物
を 得 る と い う 「得(d6)」 の 用法 に よ っ て も裏 付 け られ る 。 (30)の 「得(得 る)」 と
「争(要 求 す る)」 を 比 較 し てみ る と、 「得 亅 が 無 意 志 的 で あ る の で、 (31a)の よ う
に 、 「排 命(懸 命)」 の修 飾 を受 け な いが 、 「争 」 が意 志 的 で あ る の で 、 (31b)の よ
うに 、 「排 命 」 の 修 飾 を 受 ける 。
(30)a. 張 三 得 了 奘 金 。
  b. 張 三 争 了 奨 金 。
/張 三 が ボ ー ナ ス を 得 た 。
/張 三 が ボ ーナ ス を要 求 した 。
(31)a.*張 三 排 命 得 了 奘 金 。/張 三 が 懸 命 に ボ ー ナ ス を 得 た 。
  b. 張 三 排 命 争 了 奨 金 。/張 三 が 懸 命 に ボ ー ナ ス を 要 求 した 。
 (31)の 例 は 、 「実 際 の 存 在 物 を得 る」 とい う意 味 を 持 つ 動 詞 「得d6」 は 無意 志 的
で あ る と い う点 で 、 〔V一得]の 「―得 」 と関 係 が あ る こ と を示 して い る 。
 こ の章 で は 、 Vと[V一 得]に お け る1.項 体 系 の 不 一 致 、2.副 詞 との 共 起 、3.形 式 動
詞 との 交 替 、 そ して4.「 一得 」 の 動 詞 的 性 格 な ど を観 察 した が 、 ど の現 象 も[V一 得]
構 文 の 述 語 動 詞 がVの み で は な く、[V一 得]全 体 で あ る こ とを支 持 す る 。
3.「NP1(VP1)[V一得](NP2)VP2」 の 節 に つ い て
 前 章 で は 、[V一 得]構 文 の 述 語 動 詞 が[V一 得]で あ る こ と を 見 て き た 。 こ の 章 で は 、
[V一得]構 文 を 更 に 詳 し く見 る 。3-1.節 で 、NP1とVP1、3-2.節で 、 NP2とVP2の 関 係 を
検 討 す る 。
3―1.NP1とVP1の 関 係
 この 節 で は 、 以 下 の よ うな 、[V一 得]の 左 側 にVP1が あ る よ うな 例 に つ いて 考 え る 。
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(32)a.小 明 凰 歌 畳 得 張三 很煩 。
           /小 明が歌 を歌 って、張 三 をいや に させ た。
b。小 明 籤 摩托 蒄 得 振三 睡 不着。
          /小 明がバ イクに乗 って、張三 を寝 させ なか った。
c.小 明 提.向 題 握 得 嵬 三 答不 上 来 。
          /小 明 が 質 問 して 、張 三 を 答 え られ な く さ せ た 。
 (32)の よ う な構 文 に つ い て 、V述 語 説 で は、 同 じVが2つ あ る こ と に注 目し、 そ の
同 じ2つ のVの 間 に 、 コ ピ ー ま た は反 復 が起 こ る と醗 明 さ れ て い る(恥ang 1982、 Li
1990)。 こ の節 で は 、 い くつ か の 現 象 を観 察 し、 そ の結 果 、 どの 現 象 も 、NP1とVP1
が節 を形 成 して い る こ と を示 す 。[V― 得]がcauserと して節 を取 つて い る と考 え な け
れ ば 、 これ らの現 象 が 説 明 で きな い こ と を主 張 す る 。 最 後 に 、V述 語 説 で注 日され
て いた コ ピ ー ま た は 反 復 が 、[V一 得]構 文 に は実 際 に存 在 して い な い こ と を主 張 す る 。
3-1-1。 受 動 文 の 『被 」 句
 中 国 語 の 受 動 文 は 、 英 語 、 日本 語 と同 じよ う に 、 そ れ ぞ れ の対 応 す る 能 動 文 の主
語 が 、 受 動 文 で は 「被(に よ っ て)」 に よ って マ ー ク さ れ る。 こ こ で 「被+対 応 す る
能動 文 の主 語 」 の こ と を 「被 」 句 と呼 ぷ 。 大体 、 「被 」 句 と述 語 動 詞 の 間 に、 そ の
間 の 境 界 線 を示 す た め か 、 「給 」 を挿 入 す る ことが あ る 。 「被+名 詞 句 』 と述 語 動
詞 の 間 に、 厂綸 」 が 任 意 に挿 入 され る が 、 「被+節 」 と述 語 動 詞 の 間 に 、 「給 」 が
挿 入 され る傾 向 が 強 い 。次 の例 を見 て み よ う。
(33)a.張 三教的学 生 眇醒 了 小 明。
              /張 三 の教え子が小明の 目を覚 ま した。
b.小 明 被 張三教 的学生 (給) 眇醒了。
            /小 明が張三の教 え子 に 目を覚 まさせ られた。
 (33a)は 能 動 文 で あ る 。 そ れ と対 応 す る受 動 文 は(33b)で あ る 。(33a)の 主 語 が 名
詞 句 な ので 、(33b)に 示 す よ う に 、 「蛤 」 は任 意 に挿 入 さ れ る 。 しか し、次 の例 を
見 て み よ う 。
(34)a.[張 三 打 屯 活] 眇 醒 了 小 明 。
      /張 三 が 電 話 をか け て 、小 明の 目を 覚 ま した 。
b.?小 明 被[張 三 打 屯 括] 眇醒 了 。
    /小 明 は 張 三 が電 話 を か け る こ とに よ っ て 、 目 を覚 ま させ られ た 。
一69一
c.小 明 被[張 三 打 屯 活] 給 眇醒 了 。
    /同 上 。
 も し(34a)の よ う に 、 能 動 文 の主 語 が節([]で 示 す)で あ れ ば 、 そ れ と対 応 す る受
動 文 の 「被 」 句 に 「給 」 が 後 続 す る傾 向 が 強 い。(34c)と 比 べ て 、(34b)の 適 格 性 が
低 い の は そ の た め で あ る と思 わ れ る。
 こ の節 で は 、 「給 」 の 形 式 を用 いて 、[V一 得]構 文 に お け るNP1とVP1の 関 係 を観 察
す る。 次 の 受 動 文 の 「被 」 句 を見 よ う。
(35)a.小 明 被 〔張 三 打 屯 活] 給 打 得 一 夜 没 睡 覚 。
       /小 明 は 、 張三 が 電 話 を か けた の で 、 一 晩 中寝 られ な か っ た 。
b.*小 明 被 張三 給 打屯活 打得 一夜没睡覚 。
     /同 上 。
(36)a.張 三 被[小 明唱 歌] 給 唱 得 煩 板 了 。
           /張 三 は 、 小 明 が 歌 を歌 うの で 、 いや に な っ た 。
b.*張 三 被小 明 給 唱歌 唱得 煩扱了。
         /同 上。
(37)a.小 明 被[張 三垪故 事] 給 耕得 泪流満面。
           /小 明は、張 三が物語 を話 した ので、涙が あふ れた。
b.*小 明 被張三 給 垪故事 併得 泪流満面。
         /同 上。
も し、 「給 」 を 「被 」句 と述 語 句 の 間 に挿 入 す る こ とが 「被 」 句 と述 語 動 詞 と の境
界線 を示 す た め で あ る と考 え れ ば 、 この現 象 は 「張 三 打 屯活 」 「小 明唱 歌 」 「張 三
洪 故 事 」 そ れ ぞ れ の全 体 が 一 つ の単 位 と して 「被 」 の 目的語 で あ る こ とを示 す と考
え る こ とが で き る 。 従 っ て 、 そ れ らの受 動 文 と対 応 す る 能 動 文(38)の 「張 三 打 屯活 」
「小 明 唱 歌 」 「張 三 垪 故 事 」 は 、 どち ら も一 つ の単 位 と して 主 語 と な っ て い る と言
え よ う 。
(38)a.[張 三 打 屯活]打 得 小明 一夜没睡 覚。
          /張 三が電話 を掛けた結果、小 明が一晩 中寝 なか った。
b.[小 明唱歌]唱 得 張 三 煩扱了。
        /小 明が歌 を歌って、張三 を煩 わ した。
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c.[張 三 誹 故 事]垪 得 小 明 泪 流 満 面 。
        /張 三 が 物 語 を話 して 、小 明 を泣 か した 。
 [V一得]文 に お け る 「被 」 句 に節 が あ りう る と い う こ とは 、 そ れ と対 応 す る 能 動 文
の主 語 が節 で あ る と い う こ とで あ る 。[V― 得]文 に節 主 語 が あ る こ とは 、[V― 得]動 詞
が 節 をcauserと し て取 る と い う[V― 得]述 語 説 を支 持 す る 。 も し、Vが[V一 得]文 の 述
語 動 詞 で あ る と い うV述 語 説 で 説 明 す れ ば 、agentを 取 る 「打 」 「唱 」 「耕 」 が 、
(38)に お い て 、&gentが とれ な く な る と い う不都 合 な 結 論 に な っ て し ま う。
3-1-2.代 名 詞 の 指 示
 単 文 に お いて 、 代 名 詞 の指 示 物 は そ の代 名 詞 の 同節 要 素(clause一 毋ate)で あ っ て
は な らな い と され て い る 。 さ ら に厳 密 な 定 義 に基 づ く説 明 はChomsky(1981)他 を参
照 され た い 。(39)を 見 て み よ う。
(39)a。 張 三三i  責 怪  他*i/」
            /張 三 が 彼 を責 め る 。
b.[張 三i留 学]対 他i/j不 利 。
          /張 三 が 留 学 す る こ とは 、 彼 に と っ て不 利 で あ る 。
 (39a)ぞ は,単 文 に 現 れ る 「他 」 の指 示 物 は当 該 文 の主 語 で あ っ て はな ら な い 。
しか し、(39b)の よ う な 「他 」 の指 示 物 は節 内 の 「張 三 』 で あ っ て も よ い。 な ぜ な
ら ば 、 当該 文 の 主 語 は[張 三 留 学]と い う節 で あ り、 そ の 「張 三 』 は他 の節 の 「他 」
の 同節 要素 で は な いか ら で あ る 。 この規 則 に よ っ て 、HP1とVP1が 節 な の か ど う か が
識 別 で き る と予 想 さ れ る 。
(40)a.張 三i唱 得 他*i/」 很 美 。 /張 三 が歌 っ て 、 彼 を 快 くさ せ た 。
  b.[張 三i唱 歌]唱 得 他i/」 恨 美 。/張 三 が歌 を 歌 う こ と は彼 を快 く させ た 。
(41)a.張 三i向 得 他*i/j筋 疲 力 尽 。/張 三 が 質 問 して 、 彼 を疲 れ させ た 。
b.[張 三i向 向題]向 得 他i/」 筋疲力尽。
             /張 三が質問する こ とは、彼 を疲 れ させた 。
(40a)の 「張 三 」 が 文 全 体 の主 語 で あ るた め 、 「他 」 と 「強 三 」 が1つ の 節 に あ る 。
っ ま り、 「張 三 」 が 「他 」 の 同節 要素 で あ る。 そ の た め に 、 「他 」 の指 示 物 は 「張
三 」 で は あ り え な い。 一 方 、(40b)の 場 合 、 「張 三 」 が 「他 」 の 同 節 要 素 で は な い
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の で 、 「他 」 の指 示 物 は 「張 三 」 で あ って も よ い 。(41)も 同 じ こ とで あ る 。
 rNP1(VP1)[V一 得](NP2)VP2」 と い う構 文 で は 、 NP2と して の 「他 」 の 指示 物
がNP1で あ る こ と は 、 NP1とVP1が 節 を成 して い る こ と を 意 味 す る。 これ は、[V一 得]
文 に は節 と して の 主 語 が 存 在 す る こ とを 支持 す る 。 前 節 の 被 フ レー ズ と並 ん で 、 こ
の現 象 も 、[V一 得]の 左 側 に1つ の 項 しか な く、本 論 文 の[V-得]述 語 説 が 正 しい こ と
を支 持 す る 。
3-1―3.ポ ー ズ の 挿 入
Huang(1982)は 、(42)の よ う に 、 VP1と[V一 得]の 間 に ポ ー ズ(^)が あ る こ と を 観 察
し て い る 。
(42)我 騎 戛^碕 得 很 累 。 /私 は馬 に乗 って 、 とて も疲 れ て い る 。
この観 察 は 、(43)の 提 案 を支 持 す る とHuang(1982)が 主 張 して い る。(43)の 構 造 で
は 、 そ の ポ ー ズ が 「騎 鳥 」 と い う動 詞 句(V')と 「騎 得 很 累 」 と い う 動 詞 句(V')が 動
詞 連 続(V")を 形 成 して い る こ とを表 す と見 て い る。
(43)[S[NP我 コ[V"[V'碕 弓]〔V'騎 得 很 累]]]
 しか し、 中国 語 で は、 ポ ー ズ が動 詞 連 続 内 部 の 動 詞 句 と動 詞 句 の 間 に挿 入 され る
よ り、 主 語 と述 語 の 間 に挿 入 され る こ と が(44)と(45)か ら わ か る 。
(44)a. 我^洗 衣 服 倣 飯 。 /私 は洗 濯 して御 飯 を作 る 。
  b.??我 洗 衣 服^傚 仮 。 /同 上 。
(45)a. 我^去 学 校 学 刃 。 /私 は学 校 に行 っ て勉 強 す る 。
  b.??我 去 学 校^学 刀 。 /同 上 。
も し、 こ の観 察 が 正 し い な らば 、Huang(1982)の[V一 得]文 の 観 察 は 、(43)の 提 案 を
支 持 す る の で はな く、 本 論 文 の提 案 す る節 主語 と い う分 析 か ら得 られ る(46)を 支 持
す る こ と に な る。
(46)[S[S[NP我 ■VP騎 馬]][VP騎 得 很 累]]
(46)で は 、 「我 騎 馬 」 と 「騎 得 根 累 」 が主 述 関 係 に な って い る の で 、 ポ ーズ が挿
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入 され る の は 、 自然 で あ る 。
3-1-4.VP1に 先 行 す る 副 詞 の 作 用 域
 「排 命 」 と い う副 詞 に は 、 そ の 作 用域 が節 を越 え られ な い と い う特 性 が あ る の で 、
この節 で は 、 そ の 特 性 を利 用 して 、[V― 得]文 のNP1とVP1が 節 を形 成 して い る か ど う
か を調 べ る 。 結 論 を先 に 言 え ば 、VP1の 直 前 に 位置 す る 「排 命 」 の 作 用 域 がVP1に と
ど ま り、[V-得]に は及 ば な い とい う こ とにな る。 こ れ は 、NP1とVP1が 節 を形 成 し て
い る こ と を示 して い る 。
まず 、 厂排 命 」 の 作 用 域 が 節 を越 え られ な い こ とを見 て み よ う 。
(47)a。 小 明 耕 命 要 求[作 工 作]。/小 明 は 仕事 をす る よ う懸 命 に 要 求 した 。
  b.小 明 要 求 [排 命 作 工 作]。/小 明 は懸 命 に 仕 事 をす る よ う要 求 した 。
(47)の[]の 部 分 は 節 で あ る 。 (47a)の 「作 工 作(仕 事 をす る)」 と(47b)の 「絣 命作
工 作(懸 命 に 仕 事 をす る)」 のagentは 「小 明」 で も他 の誰 か で あ っ て も よ い 。 日本
語 訳 力、らわ か る よ う に 、(47a)に も(47b)に も 「小 明 が 懸盒 ―に 仕 事 をす る よ う に 、騒
鮭 要 求 す る 」 と い う意 味 を持 た な い こ とか ら、 「排 命 』 が節 の 境 界 線 を 越 え られ
な い こ とが わ か る 。 同様 に 、 も し、[V― 得]文 のNP1とVP1が 節 で あ れ ば 、 VP1の 直 前
に位 置 す る 「耕 命 」 の 作 用 域 がVP1を 越 え られ な い こ とが 予 測 さ れ る 。 次 に[V一 得]
文 を考 察 しよ う。
「排 命 』 と い う副 詞 が[V一 得]と 共起 しな い こ と は 、(48)に 示 す 例 か らわ か る 。
(48)a.*小 明 耕 命 唱 得 張 三 很 煩 。
           /小 明 が懸 命 に歌 って 、 張 三 が い や に な っ た 。
b.*小 明 排 命 同得 張三 答 不 上 来 。
         /小 明 が 懸命 に 聞 いて 、 張 三 が 答 え ら れ な カ、った 。
しか し、VP1に 先 行 す る 「排 命 」 は 、[V-得]文 の 文 法 性 に影 響 が な い 。
み よ う。
(49)を 見 て
(49)a.小 明 耕 命 唱歌 唱得 張三很煥。
         /小 明が懸命に歌 を歌 って、張 三が いや にな った。
b.小 明 排命 向向題 向得 張三答不上 来。
       /小 明が懸命に質問 をして、張 三が答え られなか った。
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(49)で は 、 「排 命 」 の作 用 域 が[V― 得]に 及 ばな い 。 こ の こ と は 、 VP1「 唱 歌 」 「河
同 題 」 が 、統 語 的 に 「唱 得 」 「向 得 」 と関係 な く 、 NP1『 小 明 」 と共 に節 を形 成 し
て い る と考 え れ ば、 説 明 す る こ とが で きる 。 も し 、(50)の よ う に 、 「排 命 」 がVP1




 /小 明が歌 を歌 って、懸命 に張 三が いや にな る結果 を得た。
向向題 排 命向得 雅三答不上 来。
/小 明が質問 をして、懸命 に張 三が答 え られな い結果 を得た。
 ま た 、Li(1990)は 、(50)の よ うな 文 で は 、 vP1のv「 唱 」 「向 」 が 、 [V一得]のvか
らコ ピー され て 、 あ た か も前 置 詞 の よ うに 「歌 」 「向題 」 に 格 を 与 え る働 き を して
い る と主 張 して い る 。 しか し、本 節 で は、前 置 詞 句 と動 詞 句 に は 副 詞 の 作 用 域 が そ
れ を越 え られ る か ど うか と いう点 で 、相 違 が あ る と い う こ と を強 調 した い。 例 え ば 、
中 国 語 の前 置 詞 に は(51)の よ うな 「把(を)」 が あ る。
(51)a.小 明 把 張 三
b.小 明 把 張 三
唱 得 很煩 。
 /小 明 が 歌 って 、張 三 を い や に させ た 。
向得 答不 上 来 。
/小 明 が 質 問 して 、張 三 を 解 答 で き な く させ た 。
 「把 」 句 は述 語 と し て節 を作 る こ と はな いか ら、 それ に 先 行 す る 「排 命 」 の作 用
域 が 「把 」 句 を越 え て 本 動 詞 に及 ぶ と予 想 す る こ とが で き る 。(52)と(53)を 比 べ て
み よ う。
(52)a。*小 明 排命 把張 三 唱得很煩。
           /小 明は懸命 に歌 って、張三 をいや にさせた。
b.*小 明 排命 把張三 向得答不上来。
         /小 明は懸命 に質問 して、張三 を解答 できな くさせた。
(53)a.小 明 排命 把張三 表拐 了一番。 /小 明 は懸命 に張 三 をほめた。
  b.小 明 排 命 把張三 批坪 了一番。 /小 明 は懸命 に張三 を叱 った。
 (52)の2文 が非 文 法 的 で あ る の は 、前 述 した よ う に 、 「排 命 」 が[V-得]と 共 起 不
可 能 だ か ら で あ り、(53)の2文 が文 法 的 で あ る の は、 「排 命 」 が 「表 揚 」 「批 坪 」
―74-
と共 起 可 能 だ か ら で あ る 。(52)と(53)の 文 法 性 の違 いか ら 、副 詞 の 作 用 域 が 「把 」
句 を越 え て 、 動 詞 に 及 ぶ こ とが わ か る 。更 に 、(49)と(52)を 比 べ て み る と、(49)が
文 法 的 で あ る の は 、 「排 命 」 の作 用域 がVP1に と ど ま り、 [V一得]に 及 ば な い か らで
あ るが 、(52)が 非 文 法 的 で あ る の は 、 「排 命 」 の作 用 域 が 「把 」 句 に と ど ま ら ず 、
[V―得]に 及 ぶ か ら で あ る 。
 VP1に 先 行 す る副 詞 の 作 用 域 がVP1を 越 え な いが 、1前置 詞 句 に先 行 す る副 詞 の作 用
域 が前 置 詞 句 を越 え る と い う現 象 は 、VP1が 前 置 詞 句 で は な く、述 語 動 詞 で あ る と
い う観 察 を 支 持 す る 。 最 終 的 に は 、NP1とVP1が 節 とな っ て 、 ⊂V一得]の 項causerと な
る とい う[V一 得]述 語 説 が 正 しい こ と を示 して いる 。
 しか し、[V一 得]述 語 説 に も 、 な ぜ 、VP1のVと[V一 得]のVが 同 じ動 詞 で あ る の か と
いう 問題 が あ る 。 次 の 節 で こ の 問題 に つ い て考 え よ う 。
3-1-5.コ ピ ー の 現 象
 Hashi豆noto(1971)、  Huang(1982)、  Li and Th◎ 皿pson(1981)、  Li(199Q)蔭 ま、 (54)
(・(32))のVP1のVと[V-得]のVが同 じ動 詞 「唱 」 「騎(乗 る)」 「提(出 す)」 で あ る こ




i昼歌 咀 得 張三 恨煩。
   /小 明が歌 を歌 って張三 をいやに させ た。
壅L摩托 豊 得 張三 睡不着。
   /小 明がバ イクに乗 って張三 を寝 させ なか った 。
提―同題 提 得 張三 答不上来。
/小 明が質問 して張三 を答 えられ な くさせた 。
 た だ 、 コ ピ ー の 方 向 に は 異 論 が あ る 。 Hashimoto(1971)、 Huang(1982)、 Li and
Thomps。n(1981)は 、 後 方 ヘ コ ピ ー す る と主 張 し 、 u(1ggo)は 複 合 動 詞 の 研 究 で 、 前
方 ヘ コ ピ ー す る と 主 張 し て い る 。 し か し 、 コ ピ ー で は 、 扱 い き れ な い 現 象 が 存 在 す
る 。1つ は 、(54)の[V― 得]が 意 味 を 変 え ず 、(55)の よ う に 、 「弄 得 」 に よ っ て 代 替
さ れ る と い う こ と で あ る 。 「弄 」 と 「唱 」 「騎 」 「提 」 が コ ピ ー に よ る 関 係 と は 考
え ら れ な い
(55)a.小 明 墨 歌 埀 得 張 三 很 煩 。    /cf.(54a)
b.小 明 蒄 摩 托 丑 得 張 三 睡不 着 。 /cf.(54b)
c.小 明 提―向 題 置 得 張 三答 不 上 来 。/cf.(54c)
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も う1つ は、(54)の[V一 得]のVが 、 先 行 のVP1のVと 同 じ で な く て も 、 そ のVP1と 意 味
的 に関 係 の あ る他 のVに よ って 代 替 され うる と い う こ と で あ る 。 (56)を 参 照 さ れ た
い 。
(56)a。 小 明 唱』医 弦 得 張三很煩。
         /小 明が歌 を叫ぶ ように歌 って張三 をいや に させた。
b.小 明 魁 震―得 張三睡不着。
       /小 明がバ イクに乗 って響かせ て張 三 を寝 させなか った。
c。 小 明 劉 医 亘 得 張三答不上来。
       /小 明が質問 して問 うて張三 を答 え られ な くさせた。
 (56)の 「喊(叫 ぶ)」 「震(震 動 す る)」 「向(問 う)」 は意 味 的 に そ れ ぞ れ 「唱 歌 」
「騎 摩 托(バ イ ク に 乗 る)」 「提 向 題(質 問 す る)」 と関連 して い る 。 これ らの例 か ら
分 か る よ う に 、[V-得]文 の 構 造 に お け るコ ピー の 存在 は疑 わ し い 。 さ らに 、(57)を
見 られ た い 。
(57)a。 小 明 追旌 追.得 満 羨 大 汗 。
b.小 明 追旌 嵳 得 満美大汗。
c.小 明 追盤 鉋.得 満美大汗。
         /小 明が車 を追 って、汗び っ しょ りにな った 。
(57)で は 、[一得]に 先 行 す るVが 異 な る動 詞 で あ る に もか か わ らず 、3つ の 文 は 同 じ
意 味 を 表 す 。 こ れ は 、 動 詞 コ ピ ー説 で は説 明 で きな い現 象 で あ る 。 動 詞 の反 復 は統
語 レベ ル で の コ ピ ー と して 存 在 す る の では な く、 節 主 語 内部 のVP1と[V一 得]の 共 起
の 可 否 が 、 意 味 解 釈 の レベ ル で チ ェ ッ ク され る と考 え る こ とが 妥 当で あ ろ う。
 この 考 え で(57)を 説 明 す れ ば 、 以 下 の よ う に な る 。(57a)が 文 法 的 で あ る の は 、
[V一得]のVと 節 主 語 のVが 同 じ意 味 を持 って い るか ら で あ る 。 (57b)が 文 法 的 で あ る
の は、[V一 得]のV「 弄 」 が 意 味 内容 を持 たな い の で 、様 々 な 節 主 語 のVと 共 起 す る こ
とが で き る か ら で あ る 。 (57c)が 文 法 的 で あ るの は、 節 主 語 のV「 追 」 に[V一 得]のV
「飽(走 る)」 の 意 味 が 含 意 され て い るか らで あ る。 も し、[V― 得]のVが 「走(歩 く)」
で あ れ ば 、(57c)が(58)の よ う に非 文法 的 に な る 。
(58)*小 明 追 汽車 走得 満来大汗。
          /小 明が車 を追 って、歩いて汗び っ しょ りになった。
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 本 節 で は 、VP1のVと[V一 得]が そ れ ぞれ も とも とあ る 動 詞 で あ っ て 、 コ ピ ー に よ っ
て で き た も の で は な い こ と を主 張 した 。従 って 、(54)の3文 のNP1とVP1を 節 主 語 と
して分 析す る こ とが で き る。
 3-1.節 で は 、 「被 」句 、 代 名 詞 の 指示 、 ポ ーズ の挿 入 、VP1に 先 行 す る副 詞 の 作
用域 な どの現 象 を観 察 し、 ど の現 象 も 、[V一得]文 に は 節 主 語 が 存 在 す る と い う主 張
の根 拠 とな る こ とを 見 た 。 っ ま り、本 論 文 の[V一得]述 語 説 は これ らの 現 象 を 無 理 な
く説 明 で き る と言 え る 。 最 後 に 、[V― 得]述 語 説 の 反論 に も な り う る コ ピ ー の 現 象 が
実 は存 在 しな い こ と を観 察 した 。次 の3-2。 節 では 、NP2とVP2の 関 係 を考 え よ う。
3-2講P2とVP2の 関 係
 3-L節 で は 、 困P1(VP1)[V一 得](翻2)VP2」 と い う構 文 の 鯉1とVP1の 関 係 を考
察 した が 、 こ の節 で は、 聾P2とVP2の 間 の 関 係 を中心 に、 NP2とVP2が 節 と して[V一 得]
の補 語 とな っ て い る の か.そ れ とも醗2が[V一 得]の 目的 語 で 、VP2が[V― 得]の 補 語 な
の か とい う問 題 を考 え て い き た い 。3―2-1。 節 で は従 来 の 諸 説 を 紹 介 し、3-2-2.節 で
は本 論 文 の 主 張 を提 鐵 し て、3遭 一3。節 で は 一見 本論 文 の 主 張 を支 持 しな い現 象 を考
察 す る 。
3-2-1.従 来 の 諸 説
 [V一得]に 後 続 す る 部 分 が 句 で あ るか 節 で あ るか と い う こ とは 従 来 か ら問 題 にな っ
て い る 。 そ し て 、 従 来 の 諸 説 を2つ に ま とめ る こ とが で き る 。
A。[V一 得]に 後 続 す る部 分 は 節 で あ る と い う説(A説)
 こ の 説 は 王(1946)に よ っ て 提 案 さ れ た も の で 、Ch訟 ◎(1968)、 Hashimoto(1971)、
Hua夏g(1982)も 支 持 し て い る 。(59)は こ の 説 を 支 持 す る 重 要 な 根 拠 と な る 例 で あ る 。
(59)a。 小 明 哭 得[張 三 很 煩]。  /小 萌 は張 三 が い や に な る ほ ど泣 い た 。
b。 小 明 唱 得[張 三 睡 不 着]。 /小 明 は張 三 が 眠 れ な い ほ ど歌 っ た 。
c.逮 頓 坂 吃 得[張 三 很 美]。 /こ の料理 は張 三 を満 足 さ せ た 。
(59)で は 、NP2の 厂張 三 」 が[V― 得]のV「 哭 」 「唱 」 「吃 」 の 目的 語 で は な く 、 そ れ
ぞ れ のVP2「 很 煩 」 「睡 不 着 」 「很 美 」 の主 語 で あ る 。 この ほ か に(6Q)の よ う な例
も ある 。
(60)a。 張 三 喝 得 [φ 大 醉]。
  a'.張 三 喝 得 [自 己大 醉]。
/張 三は酔 っぱ らうほ ど飲 んだ。
/張 三は 自分が酔 っぱ ら うほ ど飲 んだ。
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b.張 三 笑 得
b'.張 三 笑 得
c。 張 三 走 得
c'.張 三 走 得
[φ 宜不 起 腰 来]。/張 三 は立 て な い ほ ど 笑 った 。
[自 己 宜不 起 腰 来]。/張 三 は 自分 が立 て な い ほ ど笑 った 。
[φ 很 累]。 /張 三 は と て も 疲 れ る ほ ど歩 い た 。
[自 己 很 累]。  /張 三 は 自分 が とて も疲 れ る ほ ど歩 い た 。
 この 説 に よれ ば 、(60)に 示 す よ う に、 た とえVP2の 前 に明 示 的 な 主 語 が 表現 され
て いな くて も 、 主 語 の 位 置 が あ る とい う こ とで あ る 。 そ の証 拠 と して 、VP2の 前 に
「自己(自 分)」 を挿 入 す る こ とが で き る こ とが示 さ れ て い る 。 こ の説 は 、[V― 得]に
後 続 す る成 分 に 主 述 関 係 が 成 り立 つ こ とを重 視 して い る 。
B.[V― 得]に 後 続 す る部 分 は句 で あ る と い う説(B説)
 この 説 は 朱(1982)に よ っ て提 案 され た も の で 、Huang(1988)、 丁(1989)も これ に
従 っ て い る 。 この説 に よれ ば、(59)の3文 の 「張 三 」 はVP2の 主 語 で は な く、 「哭
得 」 「唱 得 」 「吃 得 」 の 目的語 で あ り、 「很 煩(と て も煩 わ し い)」 「睡 不 着(眠 れ
な い)」 「很 美(と て も 気 持 ち い い)」 な ど の句 は[V-得]の 補 語 で あ る と され る 。 こ
の根 拠 と し て 、 以 下 の2つ の現 象 が指 摘 され て い る 。
 第1に 、(61)(cf.(59))のよ う に 「張 三 」 とVP2の 間 に は ポ ー ズ 「^」 が あ る が 、
[V一得]と 「張 三 」 の 間 に は ポ ー ズ が な い(朱1982)。
(61)a。 小 明 哭 得 張 三^很 煩 。
b.小 明 唱 得 張 三^睡 不 着 。
c.逮 頓 恢 吃 得張 三^很 美 。
a'。*小 明 哭 得^張 三 很 煩 。 /cf.(59a)
b'。*小 明 唱 得^張 三 睡 不 著 。/cf.(59b)
c'.*逮 頓 坂 吃 得^張 三 很 美 。/cf.(59c)
 [V一得]と 「張 三 」 の間 に ポ ー ズ`がな い とい う こ とは 「張 三 」 が[V.得]の 目的 語 で
あ る こ とを 示 唆 す る。
 第2に 、(62)の よ う に 、 「張三 」 は 「把(を)」 に よ っ て[V一 得]に 前 置 す る こ とが
で き る し、(63)の よ う に 、 受 動文 の主 語 に な る こ とも で き る(朱1982)。
(62)a.小 明 把 張三 哭得 很煩。
             /小 明が張三が いや にな るほ ど泣 いた。
b.小 明 把 張三 唱得 睡不着。
           /小 明が張三が眠れな いほ ど歌 った。
c.小 明 把 振三 打得 蛄不起来。





被 小 明 哭得
被 小明 唱得
被 小 明 打得
很 煩 。  /張 三 が 小 明 に 泣 か れ て い や にな った 。
睡 不 着 。 /張 三 が 小 明 に歌 わ れ て 眠 れ な い。
蛄 不 起 来 。/張 三 が 小 明 に殴 られ て 立 て な い 。
 「張 三 」 が 「把 」 に よ っ て[V一 得]に 前 置 で き る こ と と、 受 動 文 の 主 語 にな れ る こ
と は 、 「張 三 」 が[V― 得]の 目的 語 で あ る こ とを証 明す る と考 え られ て い る。
3-2-2.本 論 文 の 主 張
 本 論 文 で は、A説 の 立 場 に立 ち 、[V― 得]に 後続 す るNP2とVP2が 節 で あ る こ と を 主
張 す る 。 以 下 の 現 象 が こ の主 張 を 支 持 す る 。(64'a)で 示 して い る よ うに 、 「酒 」 が
「喝(飲 む)」 の 目的 語 で あ り、 「大 醉(酔 っぱ ら う)」 の 主 語 で は な いの で、 (64a)







酒 大 醉 。
戯 很 煩 。
摩 托 很 累 。
/張 三 が酒 を飲 ん で 酔 っ ぱ ら っ た 。
/張 三 が芝 居 を み て い や に な っ た 。
/張 三 がバ イ ク に 乗 っ て疲 れ た 。
(64')a。 喝 酒  [VO関 係]
b。 看戯  [VO関 係]




[SV関 係]  cf。(64a)
匚SV関 係]  cf.(64b)
[SV関 係]  cf。(64c)
一 方 、(65'a)に 示 し て い る よ う に 、 「自 己 」 が 「喝 」 の 目的 語 で は な く 、 「大 醉 」
の 主 語 で あ る の で 、(65a)が 文 法 的 で あ る 。(65b)(65c)も 同 じ で あ る 。
(65)a.張 三(喝 酒) 喝 得 自己 大 醉 。/張 三が 酒 を飲 ん で 自分 が酔 っぱ ら っ た 。
b.張 三(看 戯) 看 得 自己 很 煩 。/張 三が 芝 居 を 見 て 白分 が いや に な っ た 。
c.張 三(騎 摩 托) 騎 得 自己 很 累 。/張 三 が バ イ ク に 乗 っ て 自分 が 疲 れ た 。
(65')a。*喝 自 己[VO関 係]
b.*看 自 己 匸VO関 係]
c.*騎 自 己[VO関 係]
自 己大醉[SV関 係]
自 己很煩[SV関 係]




 つ ま り、[V一 得]に 後 続 す るNP2とVP2と の 間 に主 述 関係 が 成 立 す る と い う条 件 を 満
た せ ば 、 結 果 補 語 を 取 る[V― 得]構 文 の 文法 性 が保 た れ る が 、 逆 に 、 そ の よ うな 主 述
関係 が成 立 す る と い う条 件 が満 た され な け れ ば、 た とえNP2が[V一 得]のVの 目的 語 に
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な って も 、 結 果 補 語 を取 る[V一 得]構 文 の文 法 姓 が 保 た れ な い の で あ る 。
 B説 で は 、(64)と(64')の よ う に、[V一 得]のVの 目的 語 が[V-得]に 後 続 す る場 合 、
VP2の 主 語 と な らな い な らば 、 な ぜ そ の文 が非 文 法 的 にな る の か 、 逆 に(65)と(65')
の よ う に 、 な ぜVP2の 主 語 に な るNP2は[V一 得]のVの 目的 語 で な くて も よ い の か と い
う問 題 は説 明 しに く い で あ ろ う 。
 A説 を とる に は 、 以 下 の2つ の 問題 を説 明 しな け れ ば な らな い。 1.朱(1982)の
観 察 した ポ ー ズ挿 入 の現 象 を どう見 る のか 、 2.朱(1982)の 観 察 した 「把 」構 文 と
受 動 構 文 の 現 象 を ど う見 る の か とい う こ とで あ る 。
 まず 、 ポ ー ズ挿 入 の観 察(朱1982>を 考 え よ う 。 こ こで 強 調 した いの は 、 動詞 とそ
の右 側 の 位 置 に あ る名 詞 句 との 間 に ポ ー ズが な くて も 、 そ の 名 詞 句 が 必 ず しも 目的
語 とは 限 らな い と い う こ とで あ る 。次 の(66a)と(66b)は 、2つ の 共 通 点 が あ る 。
(66)a.張 三 喜 炊 小 明^減 実 。
b.張 三 哭 得 小 明^很 煩 。
a'.*張 三 喜 炊^小 明 減 実 。
   /張 三 が 小 明 の正 直 さが 好 き だ 。
b'.*張 三哭 得^小 明 很 煩 。
/張 三 が小明が嫌 なほ ど泣 いた。
1つ は 、主 動 詞 とそ れ に後 続 す る名 詞 句 と の間 に ポ ー ズ が 入 らな い と い う こ と、 も
う1つ は 、 「小 明 」 とそ の 後 のVP2と の 関 係 は 主 述 関 係 で あ る とい う こ とで あ る 。
しか し、(66a)と(66b)は 、(67)の よ うに、 「小 明 」 が その 前 の動 詞 の 目的 語 に な り
うる か ど うか に よ っ て相 違 点 が現 れ る 。
(67)a. 張 三 喜 炊 小 明 。/張 三 が 小 明 が 好 きだ 。
  b.*張 三 哭 得 小 明 。/張 三 が 泣 い て 、 小 明 が … 。
明 らか に 、(67a)の 動 詞 「喜 炊(好 き)」 は 目的語 を取 る が 、(67b)の 動 詞 「哭 得 」 は
目的 語 を取 ら な い 。 従 っ て 、(66a)の 「小 明 」 はVP2「 城 実 」 の 主 語 で あ る と同 時 に
主 動 詞 「喜 炊 」 の 目的 語 で も あ る 、す な わ ち 、兼 語 で あ る と考 え て も い い し、 「喜
炊 」 の 性 質 と し て 目的 語 と して耳Pも 、 節 も取 る と考 え て も よ い 。 一 方 、 (66b)の
「小 明 」 はVP2「 很 煩 」 の 主 語 で あ るが 、主 動 詞 の 目的 語 で はな い 。 従 っ て 、 ポ ー
ズ挿 入 の現 象 は 目的 語 以外 の観 点 か ら考 え るべ き現 象 で あ る 。
 Huang(1982)、 Li(1990)、 望 月(1990)に 従 い、 中 国 語 で も(抽 象 的 な)格 が 存 在 す
る と仮 定 す れ ば 、 ポ ー ズ の 問題 は 、格 にか か わ る 現 象 で あ る と考 え る こ とで も で き
る 。 こ の よ う な格 の 概 念 に つ い て の詳 細 はChomsky(1981)他 を参 照 さ れ た い 。
NP2が 主動 詞か ら格 を付与 され ると分析され る現象 は英 語 、 日本 語 にも見 られる。
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つ ま り、 中 国 語 の(61)(66)(67)も 他 言語 の(68)(69)と 平 行 的 に取 り扱 う こ と が 可 能
で あ る 。(68a)と(69a)のVP2の 主 語 は それ ぞ れ主 格 で マ ー ク さ れ て い る が 、(68b)と
(69わ)のVP2の 主 語 は そ れ ぞ れ 対 格 で マ ー ク され て い る 。
(68)a。John believes that [竣 is honest].
  b.John believes [血 to be honest]。
(69)a.太 郎 は[花 子 証 正 直 だ]と 思 っ て い る。
  b.太 郎 は[花 子 亙 正 直 だ]と 思 っ て い る。
 中 国語 の(66)も 同様 に説 明 で き る 。 つ ま り(66b')の[V一 得 〕と 「小 明 」 と の 間 に ポ
ー ズ が挿 入 で き な い と い う こ とは 、英 語 の 「hi剛 と い う対 格 、 日本 語 の 「花 子 を 」
の ヲ(対)格 と平 行 して 、 瀞2「 小 明 」 が[V一得]か ら対 格 を付 与 され て いる こ とを 意
味 す る とも考 え られ る 。 故 に 、 ポ ー ズ の問 題 は格(付 与)の 問題 と して扱 う こ と も で
き る の で あ る か ら、 [V-得 コに後 続 す る醗2が 目的 語 で あ る とは 、 言 い切 れ な い こ と
に な る 。
 さ らに 、 朱(1982)の(62)「 掘 」構 文 と受 動 文 に 関 す る観 察 も 対 格 に 関 す る現 象 と
して考 え られ る 。例 え ば 、(70)の 「把 」 は対 格 の マ ー カ ー で あ り、統 語 的 に ポ ー ズ
挿 入 とほ ぼ 同 じ役 割 を果 た す 。
(70)a。 張 三 哭 得 小 明^根 煩 。 b.張 三 把 小 明i 哭 得[φi 很 煩]
一 方 、対 格 を付 与 さ れ る節 の 主語 は受 動 文 の 主語 に も な り う る。(68b)が(71a)と 、
(69b)が(71b)と.(70)が(71c)とそ れ ぞ れ対 応 す る 。
(71)a, He i is believed  [φi to be honest].
わ。 花 子iが 太 郎 に[φi 正 直 だ]と 思 われ て い る。
c。 小 明i被 張 三 哭 得[φi很 煩]
 以上 の よ う に 、朱(1982)の 現 象 は必 ず しもA説 に と っ て の 問 題 とは な ら な い。 以
上 の 分 析 か ら 、NP2とVP2が 節 で あ る とい う主 張 が 妥 当性 を 欠 くも の で はな い こ とが
窺 知 さ れ る で あ ろ う。
3-2-3。 そ の 他 の諸 現 象
 NP2とVP2が 節 で あ る と い う主 張 に対 して、 一 見 支 持 しな い2つ の現 象 が あ る 。 第
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1に 、[V一 得]に 後 続 す る 部 分 に 主述 関係 が あ る とは 限 らな い(丁1989)。
(72)a.張 三 等 得
b.張 三 恨 得







/張 三 が 小 明 を待 つ の が どん な に つ ら いか 。
/張 三 が 小 明 を た いへ ん 恨 ん で いる 。







/小 明が どん な に苦 し い か 。
/小 明が 大 変 だ 。
/ギ ョウザ が とて も 速 い 。
(72)は 、[V一 得]に 後 続 す るNP2とVP2の 間 に 、(72')に 示 す よ う に 、 主 述 関 係 が な い
例 で あ る。 こ れ は、 本 論 文 の主張 の反 例 に見 え る が 、 しか し、 これ ら の例 は 、 結 果
補 語 で は な く、 様 態 補 語 を取 る[V― 得]文 に関 す る例 で あ る 。 これ は 、VP2が そ れ よ
り左 側 に あ る 最 も 近 い名 詞 句 に つ い て叙 述 す るか ど うか で分 か る 。 結 果 補 語 の場 合 、
VP2は 左 側 の 最 も近 い名 詞 句 に つ いて 叙述 す る の で あ る が 、 様 態 補 語 の場 合 は 、 そ
うで は な い 。 次 の(73/73')と(74/74')を比 べ て 見 る と、(73/73')のVP2は 左 側 の
最 も 近 い名 詞 句 につ い て叙 述 して い るが 、丁(1989)が 考 察 して い る(74/74')のVP2
は 左 側 の最 も近 い名 詞 句 に つ いて の叙 述 で はな く 、[V-得]に 対 す る修 飾 な の で あ る 。
(73)a.張 三 喝 得 大 醉 。    /張 三 が 飲 ん で酔 っぱ ら っ た 。
  b.張 三 唱 得 小 明 很煩 。 /張 三 が 歌 っ て 、 小 明 が い や に な った 。
(73')a.張 三 大 醉 。 /張 三 が 酔 っぱ ら った 。
  b.小 明 很 煩 。 /小 明が げや にな った 。
(74)a.張 三 等 得
b.張 三 恨 得
c.張 三 包 得
好 苦 阿 。
不 得 了 。
快 扱 了 。
/張 三 が待 つ の が つ ら い 。
/張 三 が も のす ご く恨 ん で いる 。




好 苦 阿 。
不 得 了 。
快 板 了 。
/張 三 が 苦 し い。
/張 三 が 大変 だ 。
/張 三 力{はや い 。
 (73)は(73')を 合 意 し て い るが 、(74)は(74')を 含 意 して いな い 。 した が って 、 丁
(1989)は 結 果 補 語 で は な く、様 態 補語 に 関 す る現 象 を対 象 と し て い る の で 、 我 々 の
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考 察 対 象 と す る結 果 補 語 を 取 る[Vー得]文 の 反 論 に は な ら な い と思 わ れ る 。
 第2に 、 代 名 詞 の 指 示 と い う観 点 か らの 反論 が 予 想 され る 。 [V一得]の 右 側 のNP2
とVP2が 節 で あ る とす れ ば 、(75)のNP1「 張 三 」 はNP2の 「他 」 の 同節 要 素(clause-
mate)で は な い の で 、 NP2「 他 」 の指 示 物 は 「張三 」 で あ っ て も よ い はず で あ る 。 し
か し、NP2「 他 」 の指 示 物 はNP1「 強三 」 で あ って は な ら な い の は な ぜ か と い う問 題
が あ る 。
(75)張 三i 哭 得 [他*i/」 很 窃 心]。 /張 三 が泣 いて 、彼 を 悲 しませ た 。
 これ は 同 節 要 素 の 認 定 の 問 題 で あ る 。 まず 、 ポ ー ズ の 挿 入 に 関 す る(76)を 見 て み
よ う。
(76)a。 張 三 説^[他 得 病 了]。
           /張 三 は 彼 が 病 気 にか か っ た と言 った 。
b. 張 三 悦 得[他^得 病 了]。
         /張 三 が 叱 った 結 果 、 彼 が 病 気 に か か っ て し ま っ た 。
c.*張 三 悦 得^[他 得 病 了]。
         /同 上 。
 (76a)の 「悦(言 う)」 と 「他 得 病 了(彼 が病 気 に か か っ た)」 の 間 に ポ ー ズ が挿 入
さ れ る 。 一 方 、(76b)の 「悦 得 他 」 と 「得 病 了 」 の 間 に はポ ー ズ が 挿 入 さ れ る が 、
(76c)の 「説 得 」 と 「他 得 病 了」 の 間 にポ ー ズが挿 入 さ れ な い。(77)の 代 名 詞 指 示
を見 よ う 。
(77)a。 張 三i 悦 ^[他i/」 得 病 了]。/cf。(76a)
  b。 張 三i 悦 得[他*i/j^得 病 了]。/cf.(76b)
(76)と 平 行 して 、 ポ ー ズ 挿 入 可能 な(76a)の 場合 の 「他 」 は 、(77a)に 示 す よ う に 、
「張 三 」 と 同 一 指 示 可 能 で あ る が 、 ポ ― ズ 挿 入 不 可 能 な(76b)の 場 合 の 厂他 」 は、
(77b)に 示 す よ う に、 「張 三 」 と同 一指 示 不 可 能 で あ る 。 も し、 ポ ー ズ 挿 入 が 格 に
関 す る現 象 で あ る と考 え れ ば 、 ポ ―ズ 挿 入 と平 行 す る 同 節 要 素 の認 定 も 格 の 要 因 が
関 わ る こ と を 示 唆 す る 。 つ ま り、(76b)の 場 合 、 「他 」 は[V― 得]か ら格 を 付 与 さ れ
て い るか ら 、[V一 得]文 の 主 語 「張 三 」 と 同節 要 素 とな る と考 え られ る 。 同節 要 素 の
認 定 と格 と の 関 連 性 に つ い て 、詳 しく はChomsky(1981)を 参 照 され た い 。
こ の節 で は 、NP2が[V一 得]の 目的語 な の か 、 そ れ と もVP2の 主 語 な の か を 見 て き た 。
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[V一得]とNP2の 間 に格 の 問題 が 関 わ る ので 、 い ろ い ろ の複 雑 な 現 象 が あ るが 、 い ず
れ に して も 、翼P2とVP2に 主 述 関 係 が あ る こと は動 か せ な い事 実 で あ る 。 そ して 、 B
説 を とる積 極 的 な根 拠 が な いた め 、[V一 得]がNP2とVP2を 節 と して 取 る と考 え る の が
白然 な 結 論 で あ る 。
4.結 論
4-1.[V-得]文 の 構 造
 こ の節 で は 、 これ ま で の議 論 を も とに して、[V一 得]文 の構 造 を提 案 した あ と、 本
論 文 の 構 造 は従 来 の 構 造 よ り、簡 潔 で 説 明力 を持 つ こ と を主 張 す る 。
本 論 文 で は 、[V一 得]の 構 文 に つ い て 、(78)の 統 語 構 造 を提 案 す る 。
(78)
S▲
NP/S          VP〈
V            S
返頓恢   吃―得       [張 三很美]
[我唱歌]   唱―得       [張三很煩]
これ ま で の議 論 か ら 明 らか な よ うに 、 この構 造 は 、(79)の 諸 現 象 を 説 明 す る こ とが
で き る 。
(79)a.[V― 得]とVに お け る 項 体 系 の 不 一 致(cf.2―1.節)
b.[V一 得]とVに お け る 副 詞 と の 共 起(cf.2-2.節)
℃.形 式 動 詞 と の 交 替(cf.2-3.節)
d.「 被 」 句 に はNP1とVP1が 含 ま れ る こ と(cf.3-1-1.節)
e.VP1が あ る 場 合 、 NP1とNP2が 同 節 要 素 で は な い こ と(cf.3-1-2.節)
f.VP1に 先 行 す る 副 詞 の 作 用 域 が[V一 得]に は 及 ぼ な い こ と(cf.3-1-4.節)
g.VP1と[V一 得]の 間 に ポ ー ズ が 挿 入 さ れ る こ と(cf.3―1-3.節)
h.NP2が 現 れ な い 場 合 、 文 の 意 味 を 変 え ず に そ の 位 置 に 「自 己 」 な ど が 挿 入
 で き る こ と(cf.3―2-1.節)
i.NP2とVP2の 間 の 主 述 関 係 が 、[v-得]構 文 が 文 法 的 で あ る た め の 条 件 で あ る こ
 と(cf.3-2―2.節)
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 一 方 、 従 来 、[V― 得]のVが 動 詞 で あ る と い う 説 に は 、Huang(1982)の 構 造 が あ る 。
(80)を 見 て み よ う 。
(80)a.D-structure
S






















 Huang(1982)の 説 明 に よ れ ば 、 中国 語 は 「V"」 の レベ ル でhead―fina1で な け れ ば
な らな い の で 、(80a)のD構 造 そ の ま まで は 「V"」 がhead―initia1と な る 。 そ こ で 、
(80b)のS構 造 で は、 左 側 の主 動 詞 「騎 」 を右側 へ も う1個 反復 して その 欠 陥 を 克
服 す る 。 反 復 した結 果 、 右 側 の新 しい 「V'」 が 「v"」 のヘ ッ ドで あ る こ と に な る 。
この提 案 で は 、(81)の 現 象 を説 明す る こ とが でき る と主 張 さ れ て い る 。
(81)a。(80b)の2つ のV'の 間 にポ ー ズ が 挿 入 さ れ る こ と(=(79g))
  b.中 国 語 話 者 の 読 み で は 、 「騎 得 很 累」 が 文 の 述 語 で 、 「騎 葛 」 に修 飾 の機 能
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 が あ る 。
c.定 動 詞 に付 く 「了(完 了)」 が 左 側 のVに 付 か な い こ と 。
 Huang(1982)の 説 明 で は 、(81a)は 「V'」 と 「V'」 が 動 詞 連 続(V")で あ る と い う 関
係 を 支 持 し 、(81b)と(81c)は 右 側 の 「V'」 が 「V"」 の ヘ ッ ドで あ る こ と を 支 持 す る 。
 しか し、(80)の 溝 造 で は 、(79a)～(79f)の 現 象 を説 明 す る こ とが で き な い 。 そ し
て 、 一 見 説 明 で き る よ う な現 象(81a)は 本 当 は3-1-3.節 で 観 察 した よ うに 、(80)の
構 造 で は説 明 で き な い。 と い うの は、 ポ ー ズ の挿 入 が 動 詞 連 続 の境 界 を示 す の で は
な く、 主 述 の境 界 を示 す も のだ か ら で あ る。(81b)は[V一 得]文 に対 す る読 み の 問 題
で あ るが 、 「我 騎 弓 」 が 「很 累 」 と い う結 果 を引 き起 こ した と い う読 み も 可 能 で あ
ろ う。 こ の読 み が(78)の 節 主 語 に反 映 され て い る 。 ま た 、(81c)の 「了」 が 定 動 詞
に 付 く の は 確 か で あ る が 、 本 当 に 「騎 鳥 」 の 「騎 」 に付 か な い だ ろ うか 。 Huang
(1982)は(82)の 文 を[V一得]文 と同 じ(80)の 構造 を持 つ も の と して 挙 げ て いる 。
(82)a.*他 念 了 弔 念 三 个 紳 共 。 /彼 は本 を読 ん だ 、 三 時 間読 む 。
  b.*他 弄 了 牢 i汗酉 次 。   /彼 は車 を運 転 した 、 二 回 運 転 す る 。
しか し、(82)が 不 適 格 な の は 「念 」 と 「竏 」 が 定 動 詞 で は な いか ら で は な く、 意 味
的 な 要 因 に よ る 。 とい うの は 、 (82)は 、 「張 三 念 需(張 三 が 本 を読 む)/張 三 升 牢
(張 三 が 車 を運 転 す る)」 と い う行 為 の完 了 を先 に述 べ 、 そ の後 「念 三 个 紳 央(三 時
間)/升 丙 次(二 回)」 とい う行 為 の過 程 を述 べ る とい う読 み だ か らで あ る。 この 読
み は 明 ら か に 時 間 的 な 順 序 に矛 盾 が あ る 。 も し(82)の 不 適 格 性 が 統 語 的 な 要 因 で は
な く、 意 味 的 な 要 因 で あ る と考 え れ ば 、 意 昧 的 に 矛 盾 が 生 じな け れ ば 、適 格 な 文 が
存 在 す る は ず で あ る 。(83)を 見 て み よ う。
(83)a.張 三 騎 了 一 天 昌 碕 得 很 累 。
            /張 三 は一 日中馬 に乗 った の で 、 疲 れ た 。
b.張 三 吃 了 很多 年樵 吃得 胃疼。
          /張 三 はも ちをた くさん食べ たの で、 胃が痛 い。
 (83)は 、 あ る行 為 を完 了 した こ と によ って 、 あ る 結 果 を 引 き 起 こ した と い う読 み
で は 、 「了 」 が 左 側 のVに く っつ い て も、 適 格 な文 で あ る 。 さ らに 、 文 末 に く る
「了 」 も左 側 のV'の 後 に来 る こ とも で き る。
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(84)a.蛋 三 昨天 騎戛 了 騎得很累。
               /張 三 は昨 日馬 に乗 ったので、 とても疲 れた。
b.張 三 昨 天 吃年様 了 吃得 胃疼。
             /張 三 は昨 日もち を食べ たの で、 胃が痛 い。
 以 上 の観 察 か らわ か る よ う に、Vに 後 続 す る 厂了 」 も文 末 に く る 「了 」 も 左 側 のV
(ま た はV')の 後 に も 来 る こ とが で き る。 この現 象 は 、 (80)で は説 明 で き な いが 、
(78)で は 厂節 主 語 」 で 説 明 す る こ とが で きる 。
 この よ う に 、(78)の 構 造 は従 来 の構 造 よ り多 く の 現 象 を説 明 す る こ とが で き る の
で あ る。
幽2。今 後 の課 題
 本 論 文 で は 、[V一 得]がVと 異 な る動 詞 であ る こ とを 主 張 した が 、 こ の 主 張 に は 、
[恥 得 コが[阻 一V2]と い う複 合 動 詞 で あ る こ とが合 意 され て い る 。 複 合 動 詞 に つ い て
は 、V1が 取 る 項 とV2が 取 る 項 が どの よ う に配 列 され る か と い う 問 題 が あ る 。 本 論 文
で 扱 って い る[V一 得]の 項 体 系 と 「一得 」 の項 体 系 とは 一 致 す る よ う で あ る(2-4。 節 参
照)が 、 ほ か の 複 合 動 詞 の 場 合 、[Vl哩2]複 合 動 詞 の 項 体 系 とV2の 項 体 系 とは必 ず し
も 一 致 しな い 。
(85)鉱 小 明 槃 煩 了 張 三 。 /小 明 が 泣 い て張 三 を煩 わ した 。
  b.小 明 笑 死  張 三 了 。/小 明 が 張 三 を死 ぬ ほ ど笑 わ せ た 。
(85a)で は 、 複 合 動 詞 ギ実 煩 」 が2つ の 項 を馭 って い る が 、 主 語 は 「異 』 の 項 で 、
目的 語 は 「煩 』 の 項 で あ る 。 つ ま り、[Vl-V2]の 項 体 系 がV2の 項 体 系 と一 致 しな い 。
さ ら に、(85b)で は 、 「笑 死 」 が2つ の 項 を取 って い る が 、 主 語 が新 し い項 で あ り、
目的 語 が 「笑 」 と 「死 」 の 項 で あ る。 これも 、[Vl-V2]の 項 体 系 がV2の 項 体 系 と一
致 しな い例 で あ る。 中国 語 に お い て 、語 形 成 の レベ ル に お い て 、項 の 位 置 付 け が 多
様 で あ るが 、 どの よ う な 場 合 に 、 どの項 の位 置付 け の パ タ ー ンが 可 能 で あ る か に つ
い て は 、 今 後 の 課題 で あ る 。
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注:
1) 中国 語 の[V一 得]文 につ いて は、 王 ・施(1990)は 、(1)の よ う に8つ の パ タ ー ン
を 示 し て い る(表 記 は 引 用 者 が 一部 改 め て いる)。 そ れ に対 応 す る例 を(1')で 例 示 し、

























状況(コ メ ン ト)
状況(描 写)
(1')a.他 高 巣 得 很 。
b.他 比 地 年 軽 得 多 。
c.他 高 巣 得 跳 了起 来 。
d。夭 气 冷 得 地 苴 打 移曝 。
e.大 秋 笑 得 喘 不 迂 气 来 。
f.他 逗 得 大 佚 都 笑 了 。
g.他 写 得 汰 真 。
h.他 走 得 慢 悠 悠 的 。
/彼 は とて も 嬉 し い。
/彼 は彼 女 よ りは る か に 若 い 。
/彼 は飛 び 上 が る ほ ど嬉 しい 。
/気 温 が低 く て 、 彼 女 は震 え て い る。
/皆 は息 が 苦 し くな る ほ ど笑 っ た 。
/彼 が 冗談 を言 っ て み ん な を 笑 わ せ た 。
/彼 は書 くの が ま じめ だ(ま じ め に書 く)。






 複雑 式   コ メ ン ト式  描 写 式
(1c)～(1f)      (1g)       (1h)
 しか し、(1")の 複 雑 式 は い くつ か の点 で 、 他 の3類 と大 き く異 な る。 統 語 的 に は 、
[V/Adj一 得]の 補 語 は節 に な る こ とが で き る 。 他 の3類 は(3)の よ う に節 ま で拡 張 で
き な い(王1946を 参 照)。
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(2)a.他 高果 得 [自 己跳 起 来]。
b.夭 气 冷 得 [地 直 打 喀 嚔]
c.大 侠 笑 得[人 々都 喘 不 這 气 来]
d.他 逗 得 [大 侠 都 笑 了]
/彼 が 嬉 し く て 自分 が 飛 び 上 が った 。
/cf.(1d)






高 異 得 [自 己很]。
比 地 年 軽 得 [自 己多]。
写 得 [自 己 圦 真]。
走 得 〔自 己慢 悠 悠 的]。
/彼 が嬉 し く て 自分 が と て も 。
/彼 が 彼女 よ り若 くて 自分 が は るか に 。
/彼 が 何 か を書 い て 自分 が ま じめ だ 。
/彼 が 歩 い て 自分 が の ん び り して い る。
ま た 、(1")の 複 雑 式 の 補 語 は(4)の よ うに2語 以 上 か らな る単 位 で な けれ ば な ら な
い 。 しか し、 他 の3類 は(5)の よ う に そ の制 限 が 塗 い(呂1963、 王 ・施1990参 照).
(4)撫 串 高巣 得 跳 。
b、寧 笑 得 喘 气 。
c、*气 得 走 。
♂ 。高巣 得 跳 起 来 。 /嬉 し く て飛 び 上 が っ た 。
b㌦ 笑 得 不 停 地 喘 气 。/笶 っ て し髫 解に 喘 い で いる 。
c㌦ 气 得 走 了 。   /怒 っ て行 っ て し ま っ た 。
(5海 。高異 得 多 。
b.笑 得 好 。
c。气 得 憶 。
/ず っ と嬉 しい 。
/具 合 いよ く笑 っ た。
/と て も 怒 って いる。
 意 味 関 係 か ら考 え て も 、(1")の 複 総 式 の補 語 は 結 果 を 表 す こ とが で き るが 、 他 の
3類 は 結 果 を表 す こ とが で き な い 。 そ して、 複 雑 式 の補 語 は(1')の よ うに 程 度 を 表
す 場 合 が あ るが 、程 痩 を表 す場 合 で も そ の述 語 の 衰 す 行 為/状 態 が 現 実 に 実 現 し て
い な け 凱 ば な らな い。 そ う い う意 昧 で は 、維 の3類 と異 な る。
 以 上 、統 語 的 、 意 味 的 な 方 面 か ら見 て きた よ う に、(1")の 複 雑 式 は他 の3類 と異
な っ て い る。 従 っ て 、 そ の複 雑 式 を 、他 の3類 と特 に 区 別 して 分 類 す る必 要 が あ る
と思 わ れ る。 こ の(r')の 複 雑 式 が 本論 文 の扱 う結 果 補 語 を 取 る[V一 得]構 文 で あ る 。
2) こ こで 強 調 した い の は 、[V― 得 〕述 語 説 で見 れ ば 、(2)は3文 と も主 語 がcauser、
補 語 がresultで あ る か ら、 そ の 項体 系 は普 通 の 語 順 と同 じ よ う に 、 項 の脱 落 や 位 置
の 変 更 は な い と い う こ とで あ る 。
 た だ し、 Vと 「-得 」 が 複 合 す る場 合 、Vの 項 が 完 全 に 無 視 され る わ けで はな い 。
例 え ば 、 「小 明 打 張 三(小 明 が 張 三 を 殴 る)」 の 場 合 、 そ の 厂張 三 」 が 殴 ら れ た
結 果 、 「站 不 起 来(立 て られ な い)」 とい う よ うな 状 況 で は 、 (1)の よ う に、 「打 」
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のpatient「 張 三 」 が主 語 の位 置 に来 る こ とが で きな い 。
(1)*張 三 打 得 站 不 起 来 。
 任 意 にVの 項 を削 除 した り、項 の位 置 を変 え た りす る こ と が で き るか ど う か の 問
題 は 、V-V複 合 動 詞 内部 の 問題 で あ るの で 、 本論 文 の主 張 す る と こ ろ と矛 盾 しな い 。
動 詞 の 複 合 に お け る項 の配 列 に つ いて は 、稿 を改 め て 述 べ た い。
3) (26b)で は 、 「弄 」 を 「摘 」 に替 え る と、 一 見 文 法 的 に な る 。例 え ば 、
(1)張 三 摘 了 小 明一 下 。/張 三 が 小 明 を や っつ けた 。
しカ、し、 こ の場 合 の 「摘 』 は形 式動 詞 で はな く、 「や っつ け る 」 「謀 る 」 と い う意
味 を持 つ 動 詞 で あ る。
4) 従 来 、 「一得 」 に 関 す る見 方 に は、大 体 、 次 の3種 類 が あ る 。
 1.[一得]が 助 詞 で あ る とす る説 。 呂(1980)は 、 「得de[助]達 接 表 示程 度 或 結 果 的
朴 珸 。 基 本 形 式 是`功/形+得+朴'。 功 洞 不 能 重 登,不 能 帯`了 、 着 、 ぜ 。(助 詞
で あ る 「得 」 は程 度 や 結 果 を表 す補 語 と結 び 付 く。 基 本 形 式 は`動/形+得+補'
で あ り、 動 詞 は 反 復 不 可 能 で 、 `了 、着 、 過'が 後 続 しな い。)」 と指 摘 して い る。
そ れ とほ ぼ 同 じ考 え 方 を示 して い る も の に呉(1987)が あ る 。 彼 は 「拮 杓 助 洞"得"。
…"得"是 杓 成 功 ネト結 杓 的 文 法 手 段,不 充 当 句 法成 分 。(「 得 」 は 構 造 助 詞 で あ る 。
… 「得 」 は 動 詞 補 語 構 造 を形 成 す る文 法 手 段 で あ り、 文 の 成 分 にな らな い 。)」 と
指 摘 して いる 。
 2.[一得]が 動 詞 接 辞 で あ る とす る説 。 朱(1982)は 「表 示 状 惷 的 述 朴 拮 杓 里 的'得'
則 是 一 个 功 洞 後 綴 。(状 態 を表 す 動 詞補 語 構造 の 「得 」 は 、 即 ち動 詞 の接 尾 辞(suf-
fix)で あ る 。)」 と指 摘 して い る。
 3.[-得]の 要 素 が ま だ 不 明 で あ る と い う 説 。Chao(1968)は 、 「得 」 は 「到 」 が 弱
化 し て で き た も の で あ る と 指 摘 し て い る が 、 そ の 「得 」 が ど ん な 要 素 で あ る か を 明
示 し て い な い 。Huang(1988)は 、"All of these sentences containthe particle
DE, which has been historically derived from the verb DE `obtain'.
Phonologically, DE is attached to the preceding verb, either asa suffix or
a clitic, depending on one's theory. The syntactic status of  DE is itself
acontroversia1皿atter. I will gloss it simply as DE."と 述 べ て い る が 、 [―
得]の 役 割 に は 殆 ど ふ れ て い な い 。
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